


『福田徳三著作集』を推薦する

  ２０世紀初頭、近代国家になろうとしていた日本が、先

進社会諸科学特に経済学を受け入れたとき、もろ手を挙げ

てこれを迎えた２人の巨人があった。福田徳三 (1874-1930)

と５歳若い河上肇である。社会改革の情熱を、共産党入

党と『貧乏物語』によって集中的に示した河上に対して、

彼を学友とし論敵とする福田は同じく社会改革の情熱を、

経済学のために広範な国際的学際的な視野を開拓するこ

とに注ぎ、日本語でいくつかの専門用語を案出すること

さえあった。福田はすぐれた弟子を数多く育て、そのそ

れぞれにマルクスからウェーバー、マーシャルに至る古

典の翻訳を託した。弟子たちの研究には厳しかったが、

講義中の間違いを指摘した学生に対しては、料亭に招い

て謝意を表した。東京神田生まれ、生粋の江戸っ子であっ

た。気がつくとぼくもまた、そういう系列の不肖の孫弟

子の 1人なのだ。

時代の課題と向き合う : 社会的自由主義の可能性

　福田徳三によれば、明治以来の日本の経済学は過去３
つの時期をへて第４期に入っていた。第１期は西洋経済
学の輸入期、第２期はそれを日本にあてはめた啓蒙期、
第３期はドイツ流の経済学が流入した時期である。福田
自身の時代である第４期の課題は、輸入学問でない日本
の経済学を創造して時代の挑戦に応えることにあった。
　福田が命名者であった「黎明会」は、「頑迷思想の撲滅」
と「国民生活の安定・充実」をかかげて、大正デモクラシー
の進歩思想を先駆した。福田は自由主義者であったが、
階級闘争を人格承認の闘争とみなし、労働権・生存権を
取り入れた社会政策を構想した。
　福田はドイツ歴史学派に飽き足らず、マーシャルやピ
グーのケンブリッジ経済学を取り入れ、さらにはローザ
ンヌ学派にも関心を示したが、その目標は「価格経済学」
を超えた「厚生経済学」にあった。『資本論』の意義をい
ち早く理解したが、剰余価値論は採らず、河上肇らのマ
ルクス経済学者と論争を続けた。学者にして運動者でも
あった福田の著作集は、彼の生きた時代の歴史的証言で
あると同時に現代の学術・思想にとっても有益な示唆を
与える。








